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テーマ ⼦どもとおとなが育つ教育福祉

著書・論文

研究課題等

研究課題:教育福祉問題研究 著書・論⽂等:遠藤編著『「そたぢあい」のための社会的養護』(ミ
ネルウァ゙書房、2022 年)、「教育福祉と社会的養護」『吉⽥恒雄先⽣古稀記念論⽂集 ⼦とも゙虐
待の克服をめさじ て』(尚学社、2022 年)、「教育と福祉の権利の展開」『⼦とも゙の権利研究』
7号、『児童養護と養問研半世紀の歩み』なとに゙論⽂掲載

ゼ ミ ナ ー ル 概 要

キーワード：教育福祉、そだちあい、⼦どもの権利保障、⽣活づくりと関係づくり

⽬的、内容、⽅法、授業計画等： 私は、学⽣時代、児童養護施設の⼦とも゙たちか⾼゙校進学したくても、経済的な
理由や施設の条件なとがら学へな゙い実態に出会いました。中卒て就゙職せさる゙を得なかった⼈の中には、転職を繰り返
し、施設から連絡か取゙れなくなった⼈かい゙ました。学ひだい⼦とも゙たちか学゙へる゙条件つぐりか求゙められていると思
い、児童養護施設の保育⼠さんや児童指導員さんたちと研究会活動をするようになりました。 今これまての゙経験を
踏まえ、⼦とも゙とおとなか共゙にそたぢあう存在ととらえ、⼦とも゙か育゙つためにおとなかでぎること、おとな同⼠の関
係形成、⼦とも゙との関わりを通しておとなか学゙ふごとに注⽬しています。

社会的養護の分野てば、⼦とも゙たちか施゙設⼊所や⾥親委託によって⽣まれ育った地域から切り離される現状があり
ます。地域のさまさま゙な資源を利⽤して、家庭や家族、友たぢから切り離されることなく、育っていけるような条
件つぐりか求゙められています。そのためには、乳児院や児童養護施設等児童福祉施設のあり⽅たげてばなく、保育
所や幼稚園の⽇常的な⼦とも゙・家族との関わりか重゙要になってきています。

これらのことから、２０２４年度の遠藤セミ゙の活動は、以下のように取り組みます。

(1) 乳児院や児童養護施設等への⾒学と実践参加(ホラ゙ンティア・アルハイ゙トなと)゙
(2) 保育所への定期的な保育参加による⼦とも゙の育ちの検討
(3) 社会的養護に関わる⽂献検討(遠藤編『「そたぢあい」のための社会的養護』、⽯塚かおる編『⼦とも゙のニーズ
をみつめる児童養護施設のあゆみ』等)

(4) 児童相談所エントランスを飾る四季折々の展⽰作品つぐりによる現場とのつなかり゙
(5) 現場職員との研究会 (全国児童養護問題研究会、遠藤セミ゙卒業⽣との「教育福祉問題研究会」)て学゙ふ。゙
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セミ゙てば、⾃前のことはで考゙え、表現すること、セミ゙メンハー゙と協⼒して課題に取り組むこと、現実から学 ふご
とを⼤切にします。他者の意⾒は⼤切て、゙学んたり゙参考にしたりすることは⼤いにやってほしいことてず か、゙その
まま「うのみ」にすることは避けたいものてず。⾃分なりに他の意⾒や説をとゔとらえていくのか、 ⾃分かどゔ感
しる゙のか、考えるのかを⼤切にして、表現してくたざい。

せっかく福祉⼤の教育・⼼理学部にやってきて、遠藤セミ゙を選択するならは、゙教育福祉を学んてぐたざい。 講義
「教育福祉論」の受講に加えて、セミ゙活動て考゙えあうことを楽しみにしています。

合宿や研究会参加もするのて、゙お⾦もかかります。準備しておいてくたざい。全国児童養護問題研究会全国⼤会
は、来年度⼤阪⼤会を予定しています。施設実習と重ならない限り、そこに参加して学ふごとを求めます。


